
4 さんだの水道・下水道 

平成30年度決算

水道事業の経営状況

　平成 30 年度は、5.3 億円の黒字となり、安定的経営を維持しています。

今後は、人口減少等に伴い料金収入も減少する見通しです。

【収益的収支】（税抜） 

家計で例
たと

えると、給料などの収入から食費や光

熱水費などの日常生活にかかる費用を支払う家

計簿になります。

経営状況を見るにあたって…

【収益的収支】って何？

【資本的収支】（税込）

収　入

29億5,135万円

支　出

24億

2,225万円

家計で例
たと

えると、貯蓄の取り崩しや借り入れに

より、住宅や車などの購入・ローンの返済に充

てる家計簿になります。

【資本的収支】って何？

視界良好！！

将来に向けて蓄え中！！ 将来の水道施設の大規模更新・耐震化に向けて備えています。

収　入

14億8,515万円

支　出

24億9,149万円

10億 634万円

内部留保資金に
よる補てん（*3）

不足額
1 億 4,140 万円

借金の元金償還金

20 億 4,645 万円

基金の積み立てと有価証券3 億 364万円

水道改良工事費

●機器の更新や配水管の布設替など

8,515 万円

加入分担金など

14 億円

有価証券の償還金

4 億 2,053 万円

長期前受金戻入（*1）

1 億 5,844 万円

その他

23 億 7,238 万円

水道料金

12 億 4,515 万円

県水購入費

6 億 367万円

減価償却費（*2）

5 億 7,344 万円

●施設の修繕費、人件費など

維持管理費など

私たちが

支払っている水道料金は

何に使われてるの？

5 億 2,910 万円

黒字（純利益）
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(*1) 長期前受金戻入…長年使う資産の取得時に交付された補助金等を、減価償却費と同様に収益化した現金を伴わな

い帳簿上の収益

(*2) 減価償却費…長年使う資産の取得費用を耐用年数に応じて費用化したもの

(*3) 内部留保資金…減価償却費などの現金支出を伴わない費用でもって資本的収支の不足額を補てんするお金

平成30年度決算

【資本的収支】（税込） 

施設の老朽化や

災害への備えは大丈夫？

下水道事業の経営状況

【収益的収支】（税抜） 

　平成 30 年度は、0.2 億円の黒字を計上しました。下水道使用料などは

減少傾向にあり、施設の維持管理や修繕を先送りにしています。

　支出の約７割が企業債（借金）の返済で占められています。下水道施設の

耐震化・延命化工事の実施や将来の大規模更新に対する備えも必要です。貯金減少！蓄え必要！！

やりくりに四苦八苦

収　入

7億8,237万円

支　出

15億380万円

7億 2,143 万円

内部留保資金に
よる補てん（*3）

不足額7,926 万円

国庫補助金など

1,864 万円

その他

10 億 5,974 万円

借金の元金償還金
4 億 2,542 万円

建設改良費

●下水道管やマンホールの改築工事や

耐震化工事

2 億円

基金取り崩し金

●収入が不足するため貯金を取り崩

しています。

2 億 5,981 万円

一般会計補助金など

2 億 4,330 万円

企業債（借入金）

収　入

29億89万円

支　出

28億8,020万円

11億 1,178 万円

長期前受金戻入（*1）

2,069 万円

黒字（純利益）

17 億 9,006 万円

減価償却費（*2）

920 万円

その他

6 億 8,028 万円

維持管理費など

●施設の修繕費、人件費など

10 億 9,245 万円

下水道使用料

4 億 986万円

●武庫川上流浄化センターで汚水を

処理する費用

流域下水道負担金

6 億 8,746 万円

一般会計補助金など


